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タ

コ
植
民
地
に
お
け
る
白
人
家
族

l
i家
族
史
と
人
口
史
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

l
i
i

和

田

光

弘

十
七
・
十
八
世
紀
、
北
米
大
陸
の
タ
バ
コ
植
民
地
1
1
メ
リ
I
ラ
ン
ド
植
民
地
と
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
植
民
地
ー
ー
で
は
、
強
制
労
働
力
に

基
礎
を
お
く
タ
バ
コ
・
プ
ラ
ン
テ
l
シ
冨
ン
が
広
汎
に
営
ま
れ
、
巨
大
な
イ
ギ
リ
ス
第
一
帝
国
の
「
辺
境
」
と
し
て
、
極
め
て
特
異
な

（

1
）
 

社
会
経
済
構
造
が
生
み
出
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
人
種
奴
隷
制
社
A
歪
で
あ
り
、
そ
の
実
体
は
、
白
人
共
和
制
・
黒
人
奴
隷
制
の
共
生

と
い
う
驚
く
べ
き
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
図
式
は
経
済
構
造
に
基
づ
い
て
枠
組
み
を
固
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

社
会
構
造
の
視
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
白
人
社
会
と
黒
人
社
会
は
、
不
断
の
接
触
に
よ
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
展
開
を
示
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
展
開
の
具
体
像
は
、
社
会
を
構
成
す
る
最
も
基
礎
的
な
単
位
H
H
「
家
族
」
の
歴
史
的
動
向
を

観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
バ
コ
植
民
地
を
め
ぐ
る
研
究
が
、
最
近
、
合
衆
国
で
著
し
い
進
展

を
遂
げ
て
い
る
の
も
故
無
し
と
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
家
族
史
」
・
「
人
口
史
」
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
新



18 

（

2
）
 

し
い
社
会
史
」
の
成
果
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
特
に
白
人
社
会
の
家
族
史
・
人
口

史
に
関
し
て
は
皆
無
に
近
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

タ
バ
コ
植
民
地
に
お
け
る
白
人
社
会
の
変
容
を
、
家
族
史
と
人
口
史
の
ア
プ
ロ
l

チ
を
相
互
に
絡
め
つ
つ
、
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
分
析
の
手
法
と
し
て
は
、
計
量
デ
ー
タ
に
裏
付
け
を
求
め
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
タ
1

の
書
簡
・
日
記
な
ど
、
記
述
史
料
も
利
用
す
る
。
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
タ
バ
コ
植
民
地
の
白
人
社
会
、
そ

の
家
族
史
・
人
口
史
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
な
ど
と
比
し
て
、

か
な
り
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す
る
は
ず

で
あ
る
。

さ
て
、

タ
バ
コ
植
民
地
に
お
け
る
白
人
社
会
の
家
族
形
態
・
人
口
動
態
の
変
遷
を
考
察
し
て
ゆ
く
際
、
有
効
な
指
標
と
な
る
の
が
、

「
移
民
社
会
」
か
ら
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
」
へ
の
「
人
口
転
換
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
ろ

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
移
民
社
会
と
は
、

ω移
民
が
人
口
の
大
部
分
を
占
め
、

ω短
命
、
同
晩
婚
で
、

ω男
性
が
多
く
、
同
子
供
数
が
少
な

い
た
め
、

刷
自
然
増
が
不
可
能
な
社
会
で
あ
り
、

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
と
は
、

ωネ
イ
テ
ィ
ヴ
が
人
口
の
大
部
分
を
占
め
、

ω長
命
、

ω早
婚
、

ω性
比
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
お
り
、
同
子
供
数
も
多
く
、
制
自
然
増
が
可
能
な
社
会
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
均
余
命
、
性
比
、

平
均
初
婚
年
齢
、
完
結
出
生
児
数
、
人
口
再
生
産
率
な
ど
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
推
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
移
民
社
会
か
ら
ネ
イ
テ

イ
ヴ
社
会
へ
の
人
口
転
換
は
、

（

3
）
 

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
表
ー
に
あ
る
よ
う
に
、
人
ロ
モ
デ
ル
を
設
定
し
て
分
析
を
お
こ
な
っ
て
み
て
も
、

一
六
八

0
年
代
頃
、
移
民
の
第
二
世
代
を
核
と
し
て
始
動
し
、

一
七
二

0
年
代
に
一
応
の
完
成
を
見
た

ほ
ぽ
整
合
的
な
結
果
が
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表1.白人人口モデル

N：白人総人口、 R：再生産可能人ロ、 Rm：再生産可能な移民数、 S：再生産不可

能人口、 S皿：再生産不可能な移民数、 r：：再生産可能人口の自然増加率、 d：再生

産不可能人口の死亡率、 k：移民の馴化時における死亡率、とおいて、

No= Ro十S。 ＜スタート持＞

Niニ Ro(l+r)+(l k) R'f"+(l d)So十（1-k)S'i' <1期目＞

N2=R1(l十 r ）十（1-k)R~ 十（1- d) s 1 + (1 k) s ~ < 2期目＞

Nnニ Rn-1〔1+r）十（1-k)Ri;;'十（l-d)Sn-1十（1-k)Si;;' <N期目＞

=Rn+ Sn 

・. Rn=Rn-1(1+ r）十（1-k)Ri;;'

= {Ro(l十r）十（1-k)R':'l (1十r)n-Lj (1十r)n-2(1-k) R ~ 

十〔1+r)n-3(1 k)R~＋…十（1+ r )(1-k)R:;1_1十（1-k〕R:;'

(1十r)=x、1期間10年とし、メリーランド植民地のデータをあてはめると、

24569=0x7十122x 6+368x5+1232X 4十3362x3十3878x 2十2330x十2102

これを解いて、 x』 1.3005

再生産可能人口の自然増加率（ r）は、年、 2.662形

人口モデノレによる人口転換

年 ［ 再自生然増産可加能数人（人口）の ｜｜ 再死臨亡数（可人能〉人口の I 〈差人）

1635-39 。 125 -165 

1640 49 37 94 -57 
／ 

1650 59 158 202 -44 

1660-69 576 396 180 

1670-79 1,759 904 855 

1680-89 3,453 1,493 1,960 

1690-99 5,191 1,836 3,355 

(Anderson & Thomas，“The Growth of Population，” 307,309のデ
ータ等より計算作成〉
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（

4
）
 

得
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

タ
バ
コ
植
民
地
の
人
口
史
・
家
族
史
を
捉
え
る
際
、

巨
視
的
に
は
、

一
六
八

0
年
代

1
一
七
二

0
年
代
を
境

tこ

一
七
世
紀
・
一
八
世
紀
と
い
う
大
ま
か
な
時
期
区
分
が
、
極
め
て
有
効
な
指
標
と
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
以
下
、
こ
の
時
期
区

分
の
設
定
に
従
っ
て
、
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
十
七
世
紀
、
と
く
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
へ
の
人
口
転
換
が
開
始
さ
れ
る
一
六
八

0
年
代
以
前
の
タ
バ
コ
植
民
地
の
家
族
形
態

か
ら
、
見
て
み
よ
う
。

こ
の
時
期
（
と
く
に
一
六
五

0
1八
0
年
代
）

は
、
社
会
的
流
動
性
が
高
く
、
富
の
分
配
も
比
較
的
平
等
な

「ヨ
l
マ
ン
・
プ
ラ
ン
タ
l
」
の
時
代
で
あ
り
、
南
部
特
有
の
階
層
社
会
は
、

い
ま
だ
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
平
均
余
命
の

短
さ
か
ら
、
世
代
間
の
連
続
性
は
極
め
て
薄
く
、
父
親
は
子
供
が
成
人
す
る
以
前
に
大
部
分
死
亡
し
、
子
供
の
将
来
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（

5
）

（

6
）
 

で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
子
供
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
比
較
的
早
い
う
ち
に
自
立
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
妻
は
、

不
可
欠
な
労
働
力
と
し
て
、
夫
や
子
供
と
と
も
に
タ
パ
コ
・
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
で
の
労
働
に
従
事
し
た
。

つ
ま
り
、

「
家
父
長
的
（
パ
ト
リ
ア
l
カ
ル
〉
家
族
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
た
る
「
性
別
分
業
」
は
、
実
現
不
可
能
な
状
況
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
家
父
長
的
家
族
は
、
南
部
（
植
民
地
）
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
家
族
形
態
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
に
は
、
そ
れ
は
い

ま
だ
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（

7
〉

（

8
）

ま
た
、
婚
姻
期
間
の
短
さ
と
、
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
が
男
性
に
比
し
て
か
な
り
低
い
と
い
う
事
実
は
、
家
族
形
態
に
大
き
な
歪
み

を
引
き
起
こ
し
た
。
残
さ
れ
た
子
供
の
地
位
の
不
安
定
さ
と
、
大
量
の
寡
婦
の
出
現
で
あ
る
。
子
供
の
地
位
の
不
安
定
さ
は
、
数
量
的

（

9
）
 

に
は
、
孤
児
と
な
っ
た
子
供
の
割
合
い
が
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
一
連
の
法
律
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
孤
児
を
救
済
す



〈

m）

「
孤
児
裁
判
所
」
が
活
発
に
機
能
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
名
付
け
親
や
親
族
、
両
親
の
友
人
等
が
引
き
取
る
場
合

る
手
段
が
整
備
さ
れ
、

（

U）
 

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
親
族
グ
ル
ー
プ
の
形
成
が
不
十
分
で
、
十
分
な
バ
ッ
ク
・
ア
7

プ
と
は
な
り
え
て
い
な
い
。
も
と
も

と
、
十
七
世
紀
の
タ
パ
コ
植
民
地
で
は
、
乳
幼
児
期
の
高
死
亡
率
の
た
め
、
両
親
の
子
供
に
対
す
る
愛
情
は
次
世
紀
ほ
ど
濃
く
な
か
っ

ハロ）

た
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
父
親
の
み
を
失
っ
た
子
供
も
「
孤
児
」
と
し
て
、
孤
児
裁
判
所
の
保
護
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
両
親
共
に

タバコ植民地における白人家族

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
、
社
会
が
家
族
の
代
替
行
為
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
。

（
日
）

一
方
、
大
量
の
寡
婦
の
出
現
は
、
高
い
再
婚
率
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
た
。
あ
る
研
究
者
は
、
こ
の
時
期
を

（

H
H）
 

時
期
と
名
付
け
て
い
る
が
、
再
婚
は
、
夫
を
失
っ
た
女
性
お
よ
び
そ
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
生
活
再
保
障
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し

R
d
『広
0
4
司自
n
F
1
の

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
家
族
形
態
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
妻
を
中
心
と
し
て
、
連
れ
子
、
新
し
い

夫
、
夫
の
家
族
を
含
む
複
合
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
複
雑
な
家
庭
環
境
の
な
か
で
は
、
妻
が
決
定
的
な
役

割
を
演
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
単
に
心
理
的
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
的
側
面
（
労
働
力
の
提
供
、
前
夫
の
遺
産
の
一
部
を
所
有
〉
に

（

t
N）
 

も
及
ん
で
い
た
。
十
七
世
紀
の
女
性
の
地
位
が
か
な
り
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ま
た
女
性
は
、
「
噂
」
と
い
う
手

（
路
）

段
を
用
い
て
、
積
極
的
に
世
論
形
成
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
、
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
合
ハ

ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
な
か
で
は
様
々
な
創
刊
蝶
ハ
と
く
に
連
れ
子
の
遺
産
を
巡
っ
て
〉
が
生
じ
て
お
り
、
孤
児
の
場
合
も
、
後
見
人
と
の
ト

ラ
ブ
ル
は
非
常
に
多
い
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
世
帯
内
で
の
札
韓
は
、
ま
さ
に
、
移
民
社
会
の
人
口
動
態
指
標
の
歪
み
を

そ
の
ま
ま
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

21 



22 

四

し
か
し
な
が
ら
、

か
か
る
状
況
は
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
人
口
学
的
諸
条
件
の
改
善
（
一

七
二

0
年
代
ま
で
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
へ
の
移
行
が
一
応
、
完
成
）
と
、
黒
人
奴
隷
の
大
量
導
入
（
一
六
九

0
年
代
か
ら
〉
と
が
、
そ

の
原
因
で
あ
る
。

ま
ず
、
平
均
余
命
の
改
善
は
、
婚
姻
期
間
の
長
期
化
を
通
じ
て
、
家
庭
生
活
の
安
定
化
を
も
た
ら
し
た
0

・
た
と
え
夫
が
先
に
死
亡
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
時
点
で
妻
の
年
齢
が
四

O
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
く
、
性
比
の
バ
ラ
ン
ス
も
手
伝
っ
て
、
再
婚
率
は
大

（

U）
 

き
く
低
下
し
て
ゆ
く
。
孤
児
の
数
も
減
少
を
示
し
、
さ
ら
に
は
、
い
と
こ
婚
に
よ
る
親
族
グ
ル
ー
プ
の
発
達
が
、
私
的
な
バ
ッ
ク
・
ア

（
路
）

？
。
フ
の
強
化
に
寄
与
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
公
的
な
孤
児
救
済
機
関
た
る
孤
児
裁
判
所
の
活
動
は
縮
小
の
一
途
を
辿
る
。
し
か
し
一
方

で
、
父
親
（
夫
）
の
長
命
化
は
、
子
供
に
対
す
る
父
権
の
強
化
を
も
た
ら
し
た
。
子
供
の
結
婚
時
ま
で
生
存
し
て
い
る
父
親
の
割
合
は

（却）

増
大
し
、
財
産
の
分
配
を
切
り
札
と
し
て
、
父
親
は
子
供
の
婚
姻
の
決
定
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
子
供
（
息
子
）
の
結
婚
時
に
土

地
を
与
え
る
父
親
も
い
た
が
、
遺
産
を
譲
り
受
け
る
ま
で
に
子
供
は
概
し
て
長
く
待
つ
必
要
が
あ
り
、
自
立
・
独
立
は
、

か
な
り
遅
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
奴
隷
の
所
有
数
が
増
え
て
く
る
と
、
プ
ラ
ン
タ
l
た
る
父
の
、
子
に
対
す
る
支
配
権
は
、
さ
ら
に
強
化
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
奴
隷
導
入
は
、
妻
の
立
場
も
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
畑
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
家
庭
内
労
働
が
、
妻
の
仕
事
の
主
要
部
分
と

（加）

い
わ
ば
、
専
業
主
婦
の
誕
生
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
現
象
は
、
奴
隷
を
所
有
で
き
た
プ
ラ
ン
タ
l
層
に
関
し

て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
奴
隷
を
所
有
で
き
な
か
っ
た
小
0

フ
ラ
ン
タ
1
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
層
は
、
依
然
と
し
て
十
七
世
紀
の
パ
タ
ン
を
継



続
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ご
く
少
数
の
巨
大
。
フ
ラ
ン
タ
l
の
妻
は
、
家
庭
内
労
働
を
女
奴
隷
に
ま
か
せ
、
自
ら
労
働
に

従
事
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分
の
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
で
は
、
女
奴
隷
も
専
ら
畑
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、
家
事
は
、
プ
ラ

ン
タ
1
の
妻
の
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
食
事
・
洗
濯
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
服
作
り
な
ど
は
、

（幻）

の
家
内
工
業
と
み
な
せ
る
ほ
ど
の
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
娘
と
と
も
に
家
事
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
か
ら
娘
へ 種

の
連
続
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
次
の
書
簡
史
料
は
、

か
か
る
状
況
の
証
明
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

タパョ植民地における白人家族

①
kr

－US
E
S
吋
ロ

mrgmwロ
同

（
臼
歳
、

8
親
等
〕
｜
↓
担

n
Z
E
、H
，r
v
B自
国
〔
お
歳
、

8
親
等
〕

「
私
は
、
家
族
が
元
気
な
こ
と
を
、
神
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
二
一
歳
と
一
一
一
一
歳
の
二
人
の
娘
も
、
物
心
つ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
で

も
、
一
人
前
の
女
性
と
な
っ
て
、
こ
の
世
と
い
う
舞
台
の
上
で
演
ず
る
べ
く
、
与
え
ら
れ
た
役
割
へ
と
入
っ
て
い
か
ん
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
娘
た

（

m
M）
 

ち
は
、
私
の
妻
の
・
：
（
中
略
〉
・
：
仲
間
入
り
を
す
る
の
で
す
よ

Q
h
D
2
3

以
上
の
よ
う
な
十
八
世
紀
の
家
族
の
諸
特
徴
は
、
す
べ
て
一
点
に
収
放
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
父
長
的
家
族
の
成
立
で
あ
る
。

夫
は
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ

γ
経
営
、
妻
は
家
庭
内
労
働
と
い
う
性
別
分
業
の
完
成
と
、
子
供
に
対
す
る
父
権
の
強
化
は
、
父
親
ハ
夫
〉
の

家
父
長
的
支
配
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
妻
（
H
H
女
性
）
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
地
位
の
低
下
を
意
味
す
る
。
植
民
地

（

お

〉

時
代
を
通
じ
て
、
タ
バ
コ
植
民
地
の
女
性
の
地
位
は
一
貫
し
て
高
か
っ
た
と
す
る
研
究
者
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
経
済
的
側
面
に
関

し
て
見
る
限
り
、
そ
の
主
張
は
正
鵠
を
射
て
は
い
な
い
。
数
量
的
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
妻
を
遺
言
執
行
人
に
任
じ
る
夫
は
、
十
八
世
紀

23 

以
降
、
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
妻
へ
の
遺
産
の
分
配
率
は
十
七
世
紀
と
あ
ま
り
大
差
は
な
い
も
の
の
、
も
し
妻
が
仮
に
再

（鉱）

ホ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
テ
I
シ
ョ

γ
の
放
棄
を
求
め
る
条
件
を
付
し
た
遺
言
状
は
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ

婚
し
た
場
合
、



表2.人口密度と平均初婚年齢の相関係数

男性の平均初婚年齢のデータを

用いた相関係数（N＝町 I o.ss1 
女性の平均初婚年齢のデータを

用いた相関係数（N=ll) I 0.823 

人口密度：オール・ハロウズ教区（アγ ・アランデノレ郡、メローランド〉の
データ（sq.mi.当たり）（Earle,C.V., The Evolution of a Tidewater Settle. 
ment System : All Hallow's Parish, Maryland 1650-1783 (Chicago, 
1975) ,59) 

平均初婚年齢：メリーランド南部のデータ（Kuliko妊， Tobaccoand Slaves, 
437) 

表3.平均家族規模（子供数〉の時系列データ

24 

(a) 1650 1700一一一一一一 1750一一一一一一 1800年
5.5人 7,4人 5.5人

(b) 1658 -69 1670 -79 1680 -89年

3.2人 2,6人 2.9人

(c) -1689 1690 -1719年

3.0人 3.7人

(3,6人〉＊

（註〉 (a）メリーランド・タイドウォータ一地域におけるネイティヴ女性のマリッジ・
コーホートを対象（Kulikoff,Tobacco and Slaves, 60より〉

何）チャールズ郡〈メリーランド）における結婚契約を対象（Walsh，“Charles
County，” 70より）
(c）チャールズ教区（ヨーク郡、ヴァジユア〉において、当該期間に出生した男
子（のちに父親になる）のコーホートを対象（Smith，“Mortalityand Family，” 
.419~420よ担〉

$移動の影響を除去した数値



ま
り
、
女
性
（
H
H
妻
）
は
、
母
で
は
あ
っ
て
も
、
も
は
や
決
し
て
、
夫
の
仕
事
に
関
与
す
る
地
位
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、
多
く
の
プ
ラ

γ
タ
1
の
家
族
は
、
両
親
と
そ
の
実
子
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
父

〈

お

）

親
の
支
配
の
も
と
で
、
家
庭
内
の
乳
蝶
は
、
か
な
り
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
法
的
な
面
で
も
、
男
性
（
夫
）
優

（

お

）

位
の
原
則
は
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
、
南
部
的
な
家
父
長
的
家
族
の
イ
デ
ア
ル
・
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。

タバコ植民地における白人家族

し
か
し
な
が
ら
、

か
か
る
状
況
は
、
当
時
の
社
会
経
済
的
条
件
と
も
相
ま
っ
て
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
人
口
史
上
の
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
早
婚
か
ら
晩
婚
へ
の
移
行
で
あ
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
早
婚
が
、

一
七
五
O

年
代
を
境
に
し
て
、

一
種
の
回
帰
現
象
（
J
カ
l
ヴ
）
を
示
し
た
の
で
あ

い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ナ
ル
の
意
味
で
の
本
国
型
の
晩
婚
へ
と
、

（

釘

）

り
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
社
会
の
多
産
性
に
よ
っ
て
、
人
口
は
著
し
い
自
然
増
を
開
始
す
る

八
世
紀
半
ば
以
降
、
低
下
傾
向
を
示
し
、

一
方
、
旧
タ
バ
コ
耕
地
の
生
産
性
は
十

（

お

〉

一
人
当
た
り
タ
パ
コ
生
産
性
も
、
そ
れ
に
連
動
し
て
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
効
率

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地
域
（
ピ
l
ド
モ

γ
ト
地
域
〉
へ
の
移
住
、
集
約

が
、
こ
れ
が
人
口
圧
を
高
め
、
土
地
の
相
対
量
の
低
下
、
地
価
の
持
続
的
上
昇
を
も
た
ら
す
。

の
高
い
土
地
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
策
と
し
て
、

的
農
業
技
術
の
採
用
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
最
も
効
率
的
な
対
応
と
し
て
、
晩
婚
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
る
（
表
2
参

照
）
。
結
婚
前
に
世
帯
を
形
成
す
る
こ
と
や
、
結
婚
後
に
両
親
と
合
同
で
世
帯
を
形
成
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
た
め
、
晩
婚
は
、
直

接
に
世
帯
形
成
の
難
化
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
父
親
の
長
命
化
に
よ
り
、
遺
産
と
い
う
か
た
ち

で
の
、
早
期
の
土
地
獲
得
も
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
供
や
女
性
の
死
亡
率
が
、
十
八
世
紀
に
は
男
性
ほ
ど
の
改

25 

善
を
示
し
て
お
ら
ず
、
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
い
う
事
実
と
、
こ
の
晩
婚
現
象
が
結
び
つ
き
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
イ
ズ

（
家
族
規
模
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図1. タバコ植民地の人口成長
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①メリーランド・白人（U.S.Bureau of the Census, Historicαl Statistics 

of the U.S., Colonial Time to 1970（陥 shingtonD.C., 1975), chap.Z) 

②メリーランド・白人（Menard，“Population,Economy, and Society in 
Seventeeth-Century Maryland,＇’MHM，珊x(1984). 72) 
③メリーランド・白人（人口モデルによる推計、表l参照）

④ヴアジニア・白人（Uふ Bureauof the Census, op. cit., chap. Z) 

⑤メリーランド・黒人（ibid.)

⑥メリーランド・黒人（Menard,op. cit., 72) 

⑦ヴアジニア・黒人（U.S.Bureau of the Census, op. cit, chap. Z) 
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ー
子
供
数
）
の
縮
小
と
い
う
現
象
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

〈表
3
参
照
）
。

こ
れ
は
、
人
口
増
加
率
が
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
か
ら

か
か
る
状
況
下
で
の
動
向
が
、
社
会
階
層
に
よ
っ
て
異
な

（

mm）
 

る
も
の
と
な
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
、
下
層
ほ
ど
初
婚
年
齢
が
高
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
子
供
数
の
縮

（
初
）

小
に
よ
っ
て
も
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ピ
l
ド
モ

γ
ト
地
域
へ
の
流
出
が
生
じ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

鈍
化

L
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
証
明
さ
れ
る

（図
1
参
照
）
。
も
っ
と
も
、

タバコ植民地における白人家族

概
し
て
、
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
イ
ズ
の
縮
小
は
、
子
供
一
人
当
た
り
に
対
す
る
様
々
な
意
味
で
の
重
要
度
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、

（
犯
）

「
子
供
中
心
の
家
族
（
n
v
E
Bロお店内凶

F
B
r）
」
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

五

十
八
世
紀
（
と
く
に
一
七
二

0
年
代
）
に
入
っ
て
形
成
さ
れ
た
家
父
長
的
家
族
か
ら
、

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と

で、

一
種
、
論
理
的
に
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
「
子
供
中
心
の
家
族
」
の
出
現
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
家
父
長
的

家
族
か
ら
「
子
供
中
心
の
家
族
」
へ
の
移
行
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
家
父
長
的
家
族
の
枠
組
み
の
な
か
で
「
子
供
中
心
」
の
傾
向
が
生

（
沼
）

じ
た
の
か
、
研
究
者
の
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
「
子
供
中
心
」
と
い
う
、
新
し
い
心
性

が
生
じ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
平
均
余
命
の
改
善
に
よ
っ
て
祖
父
母
の
生
存
期
聞
が
長
く
な
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
、
上
層
。
フ
ラ
ン

タ
ー
が
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
に
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
が
、
あ
る
程
度
、
子
供
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
環
境
を
も
た

（
お
〉

ら
し
、
こ
の
傾
向
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
子
供
の
結
婚
に
際
し
て
か
な
り
の
程
度
の
自

27 

由
を
認
め
た
り
、
教
育
に
お
い
て
、
親
へ
の
服
従
で
は
な
く
、
む
し
ろ
将
来
の
自
立
を
促
進
す
る
よ
う
な
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
り
と

（

担

）

一

（

お

〉

い
っ
た
、
様
々
な
事
柄
を
意
味
し
て
い
る
。
教
育
関
係
の
書
簡
史
料
と
し
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
の
は
、
以
下
の
②
i
＠
で
あ
る
。
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②
ζ
2
H
r州
WHω
宮
σ

－2
〔
印
歳
、
お
ば
〕

1l＋

HW内山司
RmH
〈

z
a
m同
可
〉
〉
自
巴
2
〔
日
四
歳
、
甥
〕
、

Hcrロ
Q
c
Eロ
可
〉
〉
自
ZOH
〔U
歳
、
甥
〕

「
愛
し
い
子
供
た
ち
ょ
、
ど
う
か
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
た
の
良
い
行
い
を
耳
に
す
れ
ば
、
ご
両
親
も
き
っ
と
ご
満
足
な

さ
る
で
し
ょ
う
o
」（仏＼
N
∞
＼
ロ
お
）

③
E
n
v
R円四〉
B
Z
R
〔
？
、
父
〕
、
巴
FN号。昨日
H
（巴日
Nm）
〉
B
Z
2
〔
？
、
母
〕

l
↓

F
Z
R品
（
Z
E円四己

krszmH
一
〔
凶
歳
、
息
子
〕
、

H
o
g

（同
DFロ
ロ
己
〉
B
Z
2
〔M
歳
、
息
子
〕

現
在
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
そ
う
と
い
う
お
ま
え
た
ち
の
決
意
、

私
も
お
母
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
お
ま
え
た
ち
の
人
生
の
な
か
で
、
お
そ
ら
く
十
分
に
報
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
」

Q
h
b
2
3

「
ネ
デ
ィ
！
と
ジ
ョ
ニ

i

へ
手
紙
を
有
難
う
。
学
校
で
知
識
を
吸
収
し
、

④
E
n
V阻
止
〉
B
2
2
〔
？
、
父
〕

l
↓
同
町
宮
白
血
（
Z
E身
）
〉
S
E
2
〔
げ
歳
、
息
子
〕
、

F
E
C
o
gミ
）
〉
ロ
tH2
〔
日
歳
、
息
子
〕

「
普
段
の
会
話
や
他
人
と
の
交
遊
、
お
ま
え
た
ち
同
士
の
場
合
で
も
、
帯
に
謙
虚
な
態
度
で
、
愛
想
よ
く
、
礼
儀
正
し
く
、
相
手
の
こ
と
を
思
い

や
る
よ
う
に
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
ず
や
、
皆
の
敬
愛
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
よ

2
b
c＼
ロ
怠
）

⑤
守
口
三
宮
口
回
o
g
n
F
R
Q
N歳
、
友
人
〕
！
↓

HN2
・
H
c
g
γ
B
2
〔
釦
歳
、
友
人
〕

「
私
は
、
自
分
の
子
供
が
黒
人
の
女
中
に
育
て
ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
我
慢
が
な
り
ま
せ
ん
。
思
う
に
、
こ
れ
こ
そ
、
当
地
の
人
々
〔
メ
リ
l
ラ

ン
ド
の
上
流
階
級
〕
の
と
て
つ
も
な
い
過
誤
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
多
く
の
不
都
合
を
も
た
ら
し
て
い
る
元
兇
な
の
で
す
よ
（
∞
＼
叶
＼
尽
包
〉

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
と
比
し
て
、

タ
バ
コ
植
民
地
の
プ
ラ
ン
タ
！
の
書
簡
や
日
記
に
は
、
家
族
へ
の
愛
情
と
優
し
さ
を
表
現

し
た
文
言
が
多
い
と
い
う
指
摘
も
、
ま
さ
に
故
無
し
と
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
子
供
に
愛
称
で
呼
び
掛
け
る
な
ど
と
い
う
些
細

（
お
）

な
点
か
ら
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
子
供
へ
の
愛
情
を
表
現
し
た
書
簡
史
料
と
し
て
は
、
次
の
⑨

1
⑮
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

（
釘
）

h
c
干
す
っ
。



⑥

M
N
r
E
E
言
m
r
s自
国
〔
日
日
歳
、

8
親
等
〕
｜

ψ
k
r
E
E
B
吋
即
日
間

5
8
同
〔
臼
歳
、

8
親
等
〕

「
愛
し
い
息
子
に
恵
ま
れ
て
、
私
は
幸
せ
で
す
。
明
日
二
歳
に
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
〔
四
男
〕
の
こ
と
で
す
。
：
：
：
も
し
ョ
子
供
が
財
産
で
あ
る
な

ら
ば
、
私
は
、
大
金
持
ち
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
」

Q
D印＼ロ
g〉

⑦
自
己
M

創
刊
晶
、
呂
冊
目
回
目
自
国
〔
？
、

9
親
等
〕
｜
↓
剛
山
0
4
・
P
の
H
O
B
唱
〔
？
、

9
親
等
〕

わ
れ
わ
れ
一
家
の
、
い
わ
ば
最
後

タバコ植民地における白人家族

「
娘
〔
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
〕
は
、
先
の
六
月
九
日
で
三
歳
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
愛
く
る
し
い
子
で
、

の
慰
め
だ
と
、
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
」
（
日
付
不
詳
。
た
だ
し
、
自
＼
ロ
8
以
降
〉

③

E
Z
E吉
田
〔
話
歳
、
夫
〕
｜
ψ

〉

E
H
3
5
a歳
、
妻
〕

「
か
わ
い
い
子
供
た
ち
に
、
よ
ろ
し
く
伝
え
て
く
れ
。
サ
ツ
キ
l
〔
ス
ザ
ン
ナ
、
長
女
〕
に
は
、
良
い
子
で
い
る
よ
う
た
、
学
校
の
な
い
と
き
は

家
で
本
を
読
む
よ
う
に
、
と
。
よ
く
勉
強
し
た
ら
、
お
父
さ
ん
が
聖
書
と
指
貫
を
買
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
言
っ
て
や
っ
て
く
れ
。
：
：
：
機
会
の
あ
る

ご
と
に
、
プ
ラ
ン
テ
I
シ
ョ
ン
の
状
況
一
を
知
ら
せ
て
貰
い
た
い
の
だ
が
、
ま
ず
は
何
よ
り
も
、
お
ま
え
と
、
か
わ
い
い
子
供
た
ち
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
」
会
々
々

q
g〉

①
F
0
4
山
口
旬
。
百

g
〔
お
歳
、
夫
〕

1
↓
〉
ロ
ロ
旬
。
ヨ
2
〔m
M
歳
、
妻
〕

「
機
会
が
あ
れ
ば
必
ず
、
お
ま
え
自
身
と
子
供
た
ち
の
健
康
状
態
を
知
ら
せ
て
く
れ
O
i－－－追伸

子
供
た
ち
に
よ
ろ
し
く
。
悪
戯
を
し
た
ら
お

父
さ
ん
が
怒
る
と
、
ょ
く
言
い
聞
か
せ
て
く
れ
。
」

Q
H＼∞＼ミ

g）
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⑬
戸
刊
誌
こ
o
百
2
〔
お
歳
、
夫
〕
｜
ψ
K
F
E
M
O

百
2
〔
お
歳
、
妻
〕

「
私
は
、
今
、
元
気
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
以
外
、
特
別
、
知
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
お
ま
え
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
一
番
良
い
知
ら

せ
だ
と
思
う
。
私
に
と
っ
て
も
、
お
ま
え
と
、
か
わ
い
い
子
供
た
ち
が
元
気
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
一
番
の
知
ら
せ
な
の
だ
。
子
供
た
ち
に

よ
ろ
し
く
。
私
は
子
供
た
ち
を
愛
し
て
い
る
し
、
い
つ
も
い
つ
も
、
お
ま
え
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
常
に
心
に
留
め
て
お
く
よ
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ぅ
、
子
供
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
よ
合
同
＼
N
N
＼ミ∞由〉

⑫円。〈山口

HD百
2
〔
幻
歳
、
夫
〕
｜
↓
〉
B
H
C
ヨ2
3企
歳
、
妻
〕

「
子
供
た
ち
全
員
に
、
お
父
さ
ん
（
U
E
ι
u々
が
愛
し
て
い
る
と
伝
え
て
ほ
し
い
o
」
（
尽
＼
凶
∞
＼
尽
き
）

⑫
宮
青
山
、
（
ζ
c－
g
ヨ－
m
r
B
E
〔
出
生
年
不
詳
、
い
と
こ
〕

l
↓
豆
号
可
旬
。
－
S
F
R
2
〔
幻
／
泣
歳
、
い
と
こ
」

「
彼
女
〔
ラ
イ
ト
夫
人
、
遠
戚
〕
の
話
は
、
も
っ
ぱ
ら
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
嬢
〔
ラ
イ
ト
夫
人
の
娘
、
一
r
｝
二
歳
〕
と
、
ボ
ブ
坊
や
〔
ラ
イ
ト
夫
人
の

息
子
、
二

1
三
歳
〕
の
こ
と
で
し
た
が
、
当
の
子
供
た
ち
は
、
姉
〔
長
女
、
ナ
ン
シ
I
〕
が
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
あ
い
だ
じ
ゅ
う
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

上
で
精
一
嘩
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
」
（
見
器
も
し
く
は
ロ

E
〉

⑬
沼
RM「
〈
宮
o－－
5
d
S
F
5
8
〔
出
生
年
不
詳
、
い
と
こ
〕

1
l
v
忌
R
可

q
L
5
F
R
2
〔M
4

／
沼
歳
、
い
と
こ
」

「
最
初
の
三
週
間
、
私
は
一
歩
も
外
へ
出
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
と
に
、
お
産
の
手
伝
い
や
ら
何
や
ら
で
、
大
変
で
し
た
。
私
が
い
な
か
っ
た

ら
、
何
に
も
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
」

Q
b
u＼ミ

g
〉

⑬
出

gH可
出
C
H
－1
3
H
〔
日
歳
、
息
子
〕
！
↓

r
g
g
司
自
口
三
田
ニ
詰
歳
、
父
〕

「
敬
愛
す
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
（
FDDCロ円。
ι
F吾
2
8
ι
5
2
y
o
H〉
：
：
：
」
（
H
N
b
o
＼
ロ
ち
）

⑬
列
島
2
H
E
C三
〔
？
、
親
戚
〕
｜
↓

γ
B
g
出
。
口
正
当
同
h

出
生
年
不
詳
、
親
戚
〕

「
〔
彼
は
〕
魅
力
的
で
活
発
な
ご
自
分
の
娘
さ
ん
を
、
過
度
な
く
ら
い
に
（
O
H
n
o
g－

z－5
愛
し
て
い
ま
す
。
」
宗
＼
に
＼
ロ
包
）

ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ

γ
タ
l
の
日
記
で
あ
る
が
、
⑬

1
＠
は
、
娘
の
ベ
テ
ィ
の
病
気
を

（お）

心
配
し
て
い
る
記
述
、
＠

1
＠
は
、
娘
の
サ
リ
ー
が
、
生
後
間
も
な
く
し
て
亡
く
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
史
料
は
、
の
o
a
oロ
と
い
う
、



⑬
寸
F
先
生
h

ブ
ラ
ッ
ド
先
生
〕
が
九
時
頃
き
て
、
終
日
、
家
に
い
て
く
れ
た
。
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
か
わ
い
そ
う
に
、

な
し
か
で
、
と
て
も
具
合

が
亜
叫
い
。
」
（
由
＼
H
N
＼H
U
可印恒一）

⑫
「
ナ
ン
シ
l
、
モ
リ
1
、
ベ
テ
ィ
、
み
ん
な
、
は
し
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
」

2
h
m＼見印
3

⑬
「
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
か
わ
い
そ
う
に
、
百
日
咳
で
、
発
熱
と
悪
索
、
に
苦
し
ん
で
い
る
。
」
〈
忌
＼
H
C＼
見
包
〉

タバコ植民地における白人家族

⑫
「
私
の
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
と
て
も
具
合
が
悪
い
。
：
：
：
我
々
を
創
り
た
も
う
た
偉
大
な
神
は
、
何
が
我
々
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、

存
じ
の
は
ず
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
事
に
お
い
て
も
、
神
の
ご
意
思
に
従
う
よ
う
、
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
公
ぞ
尽
＼

H
a
3

ド
よ
ノ
、
iv」

＠
「
私
の
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
具
合
が
良
く
な
い
。
」

Q
N＼
臼
＼
口
出
回
〉

＠
「
私
の
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
木
曜
日
か
ら
ず
っ
と
調
子
が
良
く
な
い
。
今
朝
は
、
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
よ
う
だ
つ
た
の
で
、
私
は
会
合
に
出
掛
け

た
O
i－
－
－
だ
が
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
ベ
テ
ィ
の
具
合
は
思
わ
し
く
な
く
、
ま
も
な
く
、
ひ
ど
く
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
』
回
復
の
望
み
を
ほ
と
ん

ど
失
い
か
け
た
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
あ
の
偉
大
な
先
生
が
快
く
治
療
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
寝
室
へ
引
き
取
る
前
に
は
、
非
常
に

＠
「
私
の
愛
し
い
子
供
が
良
く
な
っ
た
こ
と
を
、
神
に
感
謝
い
た
し
ま
す
よ
公
＼
H

＼
ロ
毘
〉

＠
「
愛
し
い
ベ
テ
ィ
は
、
か
わ
い
そ
う
に
、
昨
夜
、
ひ
ど
く
具
合
が
悪
か
っ
た
よ

3
b∞
＼
可
思
〉

良
く
な
っ
て
い
た
o
」

s
b
m＼
ミ
巴
〉

＠
「
ベ
テ
ィ
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
私
は
、
八
時
頃
、
旅
行
に
出
発
し
た
。
」

Q
b∞
＼
見
詰
〉

＠
「
私
た
ち
の
か
わ
い
い
子
供
、
サ
リ
ー
は
、
今
日
、
ト
ッ
ド
師
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
た
。
」
（
由
＼
印
＼
H

渓
N
〉

＠
「
私
た
ち
の
愛
し
い
サ
リ
ー
は
、
こ
こ
数
週
間
、
具
合
が
良
く
な
い
よ

Q
b∞
＼
ロ
毘
）

31 

＠
「
昨
夜
、
サ
リ
ー
を
見
て
貰
う
た
め
に
、
チ
ャ
ー
チ
ヒ
ル
夫
人
を
呼
ん
だ
O
i－
－
－
子
供
の
具
合
は
良
く
な
い
よ

Q
b竺
尽
忠
）
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＠
「
私
た
ち
の
愛
し
い
子
、
サ
リ
ー
は
、
か
わ
い
そ
う
に
、
ひ
ど
く
悪
い
。
妻
が
、
ブ
ラ
ッ
ド
先
生
の
と
こ
ろ
へ
薬
と
処
方
を
貰
い
に
行
っ
た
が
、

何
も
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
子
供
が
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
状
態
な
の
に
J
q
h
H＼
民
自
）

＠
「
九
時
頃
、
愛
し
い
子
供
は
、
私
た
ち
の
も
と
を
去
っ
た
。
あ
あ
、
な
ん
て
こ
と
だ
！

な
ら
な
い
の
か
！
願
わ
く
ば
、
こ
れ
が
、
我
々
を
揺
り
動
か
し
、
す
べ
て
の
も
の
の
上
に
愛
情
を
降
り
注
が
ん
こ
と
を
！
」

3
h
h誌
N
）

我
々
は
皆
、
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

＠
「
私
た
ち
の
愛
し
い
サ
リ
ー
は
、
今
晩
五
時
頃
、
お
墓
に
入
っ
た
。
」
（
∞
＼
N
＼
ロ
巴
）

.... ーノ、

さ
て
、

し
か
し
な
が
ら
、
子
供
へ
の
愛
情
が
最
も
端
的
な
か
た
ち
で
明
示
さ
れ
る
の
は
、
遺
産
分
配
と
い
う
側
面
に
お
い
て
で
あ
ろ

タ
バ
コ
植
民
地
の
遺
産
相
続
は
、
法
律
で
は
長
子
（
限
嗣
）
相
続
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
十
七
世
紀
か
ら
一
貫
し
て
、

（

お

）

分
割
相
続
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
く
に
十
八
世
紀
半
ば
以
降
と
限
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

ぅ
。
実
は
、

が
、
家
系
の
維
持
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子
供
へ
の
平
等
な
愛
情
が
、
物
質
側
面
か
ら
も
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

（
州
制
）

も
っ
と
も
、
こ
の
分
割
相
続
の
傾
向
は
、
大
0

フ
ラ
ン
タ
ー
ほ
ど
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
階
層
社
会
の
成
立
・
富
の
分
配

の
不
平
等
化
は
、
大
0

フ
ラ
ン
タ
l
の
成
長
・
富
の
集
中
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
を
背
景
と
し
て
、
大
プ
ラ
ツ
タ
1
は
、
可
能
な
限

一
方
、
小
プ
ラ
ン
タ
i
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
層
（
表
4
参
照
ν
は
、
も
し
分
割
相
続

り
の
均
分
相
続
を
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

タ
バ
コ
作
り
に
必
要
な
最
低
限
の
面
積
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
覚
束
な
く
な
る
ケ
l
ス
が
多
く
、
限
嗣
相
続
へ
の
性

（

必

）

向
が
強
か
っ
た
。
と
く
に
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
は
、
人
口
圧
に
よ
る
土
地
所
有
規
模
の
縮
小
現
象
も
手
伝
っ
て
、
限
嗣
相
続
の
傾
向

を
お
こ
な
え
ば
、

は
、
中
規
模
プ
ラ
ン
タ
l
層
へ
も
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
に
は
、
一
中
小
プ
ラ
ン
タ
！
と
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表4.戸主にしめるテナントの割合（労〉

年 1660 1701-10 1733 1756ネ 1771事

郡 (1704 6) 

St. Mary’s c.10 33(30/35〕

Charles c.10 28(30/35) 

Somerset 21 33.3 

Anne Arundel c.35 

Prince George’s (30/35) 61.1 68.4 58.4 

Talbot 19.2 60.2 72.7 55.6 

Queen Anne’s 49.1 55.8 

Baltimore 54.3 59.0 

Caroline 49.4 

Calvert 49.8 

Harford 49.9 

（註） ＊の年のデータは、白人成人男子（自由民〉にしめる割合。

c.のついた数値は、概算佑。

(Carr & Walsh，“The Planter’s Wife，＇’ 563 ; Clemens, PιE.,"Economy and So・

ciety on Maryland’S Eastern Shore, 1689-1773，” in Land, et al., eds., Law, 
Society, and Politics, 165; Foster, R. & Papenfuse, E.C.,''Les grands planteurs du 

Maryland au XVIII siecle: une elite politique et economique，＇’ AESC, XXXVII 

(1982), 556; Menard, R.R.，“Economy and Society in Early Colonial Maryland" 

(The University of Iowa, 1975), 425; Skaggs, D.C.，“Maryland’S Impulse toward 

Social Revolution, 1750 1776," Journal of American History, LIV (1968), 772; 

Stiverson, G.A., Poverty in a Land of Plenty: Tenancy in Eighteenth-Century 

Maryland (Baltimore, 1977), 144-145；羽Talsh，“CharlesConuty，” 217のデータよ
り計算作成〕
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の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
お
い
て
、
大
プ
ラ
ン
タ

I
の
分
割
相
続
の
傾
向
は
、

一
層
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る

の
み
な
ら
ず
、
遺
産
自
録
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
富
の
ラ
ン
ク
上
位
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
0

フ
ラ
ン
タ
l
は
、
親
族
グ
ル
ー
プ

（必）

か
な
り
の
遺
産
を
贈
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
依
然
と
し
て
家
族
の
み
に
遺
産
を

ゃ
、
友
人
な
ど
の
疑
似
親
族
グ
ル
ー
プ
に
も
、

残
し
続
け
て
い
た
中
小
プ
ラ
ソ
タ
ー
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
こ
こ
で
も
明
瞭
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

分
割
相
続
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
均
分
相
続
を
指
向
し
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
完
全
な
均
分
で
は
な
か
っ
た
。
南
部
植

民
地
の
数
量
的
史
料
に
は
、
土
地
に
関
す
る
記
載
が
緩
め
て
乏
し
い
た
め
、
分
配
の
比
率
は
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
通
常
の
パ
タ
ン

（必）

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
男
は
ホ
1
ム
・
ブ
ラ
シ
テ
l
シ
ョ
ン
を
受
け
継
い
で
、
家
族
の
保
護
・

父
の
財
産
の
管
理
等
を
お
こ
な
い
、
次
・
三
男
は
、
外
周
辺
部
の
未
開
拓
地
、

ク
ォ
i
タ
l
（
分
散
。
フ
ラ
ソ
テ
i
シ
ョ
ン
）
を
相
続
し

い
く
つ
か
の
条
件
つ
き
で
不

つ
ま
り
、
不
動
産
の
相
続
は
、
分
割
（
均
分
〉

相
続
と
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
、
家
系
の
経
済
的
基
盤
を
完
全
に
確
保
し
た
う
え
で
の
、
均
分
指
向
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

た
の
で
あ
る
。
娘
は
、
持
参
金
と
し
て
周
辺
部
の
土
地
を
貰
い
受
け
た
り
、
男
系
の
子
孫
が
な
い
場
合
、

動
産
の
贈
与
を
得
る
ケ
l
ス
も
あ
っ
た
が
、

不
動
産
の
相
続
は
概
し
て
稀
で
あ
っ
た
。

し
て
、
動
産
の
相
続
は
、
完
全
な
均
分
相
続
が
か
な
り
の
比
率
を
占
め
て
お
り
、
娘
に
は
、
持
参
金
と
し
て
、
息
子
よ
り
も
多
く
を
与

え
る
場
合
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

不
動
産
分
配
の
不
平
等
を
、
若
干
、
緩
和
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
事
情
か

ら
、
と
く
に
大
0

フ
ラ
ン
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
の
兄
弟
聞
の
争
い
は
少
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
父
の
後

（必）

を
継
い
だ
息
子
と
母
親
の
争
い
の
ケ

I
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
分
割
相
続
の
傾
向
は
、
父
親
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
息
子
た
ち
を
ホ

l
ム
・
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
ク
オ

ー
タ
1
に
配
置
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
、

地
域
社
会
・
周
辺
の
親
族
グ
ル
ー
プ
・
疑
似
親
族
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
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を
、
よ
り
強
固
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
家
族
規
模
の
縮
小
と
も
相
ま
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
一
「
次
・
三
男
問
題
」
に

（
店
制
）

対
す
る
安
全
弁
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
長
子
ハ
限
嗣
〉
相
続
が
厳
し
く
守
ら
れ
て
お
れ
ば
、
次
二
ニ
貯
は
、
社
会
的
・
地
理

的
流
動
性
の
な
か
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
数
量
デ
ー
タ
か
ら
、
と
く
に
社
会
的
流
動
性
に
関
七
て
は
そ
の
低
下
が
わ

〈
組
制
）

か
つ
て
お
り
、
分
割
相
続
の
も
た
ら
し
た
社
会
的
影
響
は
、
こ
の
面
か
ら
も
支
持
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
分
割
相
続
、
家
父
長
的
家
族
、
「
子
供
中
心
の
家
族
」
な
ど
は
、
何
度
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

あ
る
程
度
の
経
済
的
基
盤
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
基
盤
を
欠
い
た
小
プ
ラ
ン
タ
i
・
テ
ナ
ン
ト
層
に
と
っ
て

は
、
必
ず
し
も
実
現
可
能
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
ら
は
、
家
庭
内
で
は
な
く
、
南
部
白
人
社
会
全
体
の
な
か
で
、
名
望
家

の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
を
「
父
」
、
自
ら
を
「
子
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
家
父
長
〈
パ

I
テ
ル
）
た
る
大
プ
ラ
ン
タ
ト
の
も
う
ひ
と
つ
の
側

面
、
す
な
わ
ち
「
温
情
支
配
（
パ
タ
1
ナ
リ
ズ
ム
ど
の
も
と
、
黒
人
奴
隷
を
完
全
に
排
除
す
る
「
白
人
共
和
制
廿
」
の
形
成
に
、
寄
与

つ
ま
り
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
人
口
学
的
諸
条
件
と
相
ま
っ
て
成
立
七
て
き
た
大
プ
ラ
ン
タ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ー
の
家
父
長
的
家
族
像
は
、
拡
大
さ
れ
、
南
部
社
会
全
体
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
の
雛
形
と
し
て
、

の
ち
の
ア
す
り
カ
史
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
付
記
〉
本
稿
は
、
日
本
西
洋
史
学
会
第
三
八
回
大
会
で
の
発
表
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
石
。
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